
この番組の良さ 番組活用のポイント

NHKスペシャル
生きもの“超・進化論”ワールド
～キッズ&ティーンズ特別編～
放送日：2023年1月7日　放送時間：45分

● 生き物たちのすごさを知っていますか?
　植物、昆虫、微生物等地球上には分かっているだけで何と
200万種もの生き物がいます。こうした生き物たちの本当のす
ごさを、あなたは知っていますか?
　そんなすごい生き物たちの「進化」の物語に迫るのが、NHK
スペシャル、シリーズ「超･進化論」です。この回では、キッズ＆
ティーンズ特別編として、生き物たちの驚きの世界へ私たち
を誘います。
　登場するのは、私たちのすぐそばにいる身近な生き物たちで
す。その進化の世界へ案内してくれる出演者とともに、生き物
たちのすごい能力を体感していきましょう。さあ一緒に進化の
世界へ! 　

● 人間って何やってんだろうね?
　番組中に出てくる、「人間って、何やってんだろうね･･･。僕
ら人間は、まるで最も進化した生き物だって無意識に思って
いたし、そうふるまってきた。」という言葉から、人間主体の考
えから、地球環境全体の調和に目を向けるきっかけを与えて
くれます。
　そして、「僕ら人間も生き物たちのネットワークの中で生き
ている。生き物たちとのいいつながり方、見付けたいよね。」と
いう問いから、人間と身近な生き物との良い関係を、見付けて
いこうという気持ちにさせる、そんな番組構成となっています。

●  進化とは?

　地球上で一番すごい生き物って何?という問い掛けからこの番組は始ま
ります。そして、植物と昆虫の進化の過程を丁寧に解説し、アオムシとキャ
ベツはお互い競い合うことで進化してきたことを、子供たちに分かりやすく
解説しています。
　小学3年の理科「身の回りの生物」の単元をはじめ、中学、高校の生物の
授業等の資料として有効に活用できます。

●  共生とは?

　番組は3部構成となっており、第2部は、生き物の共生の話になります。
　生き物の進化は、競い合うことで進みますが、それ以外にもお互いが頼
り合う事でも起こります。番組に出てくる、世界一硬い殻を持つクロカタゾ
ウムシと、この硬い殻を形成するナルドネラ菌の関係が、その一例です。他
にもマツとキノコの根と菌糸の関係があります。マツは水分の吸収をキノ
コに手伝ってもらう代わりに、キノコに必要な糖分を与えています。自分が
できないことは相手にやってもらい、代わりに自分が得意なことを相手に
してあげる。お互いを頼って生き延びるという進化もあり、これを共生と呼
びます。
　これらに関する学びも、小学5年生の理科「植物の発芽、成長、結実」、6
年生の「植物の養分と水の通り道」、中学、高校の生物分野での学びに大
いに生かせることでしょう。

●  生き物のネットワークとは?

　番組後半では、もっとも身近にいる命と言っても良い昆虫の中で、アリ
が登場します。そんなアリと生き物との関係から、生物たちの驚きのネット
ワークについて番組は進んでいきます。アリとカメムシの関係から始まり、
アズキ、ミヤマシジミ、スミレ等の身近な生き物との関係へと続きます。
　これら生き物同士は、密接にそして複雑につながりながら、巨大なネット
ワークを形成しています。このネットワークのことを生態系と呼びます。こ
の地球には200万種もの生き物がいて、膨大な生態系を形成しています。
生き物は40億年前の共通の祖先から始まって以来、お互いがすごい能力
を獲得しながら、生き延びることに成功してきています。実はみんなが進
化の王者であり、どんな生き物の命も尊いのです。
　そんな生き物同士の生態系に関する学びは、小学3年生の理科「身近な
植物の観察」、6年生の「生物と環境」や中高生物、小・中・高の環境学習で
役立ちます。

防災 環境

  対象校種  　小学校3～6年・中学校・高校
  対象教科  　理科・総合

執筆者
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児童生徒の思考と活動の流れ 教師の支援と評価

・上のようなプリントを用意する。モンシロチョウ
の飼育後のまとめに利用すると効果的。
・進化って何?と問いかける。
・最初から視聴し、14秒後の「一番すごい生き
物って何だと思う?」で一時停止を行う。
・一番すごい生き物について、理由とともに自分
の考えも書くよう話す。
・記入後発表を行う。
・本時のめあてを確認し、板書を行う。
・視聴を再開し、5分35秒の「すごい能力なん
だ。」で一時停止を行う。
・キャベツのピリピリの理由について考える時間
をもつ。発表も行う。
・生き物の身を守るために進化した過程（突然変
異や遺伝）について押さえる。また、仮説の立て
方や理科の実験方法についても押さえる。
・視聴を再開し、9分40秒の「一体どうして?」のセ
リフ後、一時停止を行う。
・アオムシがキャベツを食べられる理由について
自分で考える。→班になり意見を出し合う。
・班で意見を発表し合う。

・視聴を再開し、11分44秒の、「わたしは�アオム
シに　食べられている」で、一時停止を行う。

・誰にメッセージを送っているのか、個人で1人1
台端末や本を使って調べる。
・調べたことを発表し合う。
・感想の発表後、教科書を開き正解を話す。

・視聴を再開し、15分あたりの「君たちにも感じ
てほしいと思っているわけ。」で視聴を終了し、
次時の視聴へと楽しみをつなげる。（今回の視
聴だけでも良い）
・分かったことや不思議に思ったこと、もっと調
べたいことを書いた紙を配布する。
・5分程度で、分かったことやもっと調べたいこと
書く。
・残り時間を考えながら発表を行い、まとめを行
う。
・出てきた新たな疑問を大切にして、次時につな
げていく。

【学びに向かう力・人間性】
・飼育して学んだことを生かし、進化に興味をも
ち、次の学習に生かそうとしているか。

環境
進化って何?

  対象校種  　小学校3年生　　  対象教科  　理科

［授業時間 最初～15分00秒］　部分視聴

テレビゲームに
出てきたよ。 形が変わること。 能力が変わること。

ゴキブリ
（生命力があるから。） クマ（力が強いから。） ヒト（頭が良いから。）

あんまり感じた
ことがない。

食べられないよ
うにするため。

家でとれた
キャベツが
そうだった。

殺虫剤みたい
な物。

たまたま毒に
強いアオムシ
がいる。

遺伝が子孫に
受け継がれて
いった。

食べて
死んでしまう
ものもいる。

突然変異で
毒に強い種が
誕生した。

知らないこと
ばかりだった。

進化のすごさに
驚いた！

キャベツが
メッセージを送っ
ているなんて。

キャベツもアオ
ムシもすごい！

�� 地球上で一番すごいと思う生き物を尋ねる場面番組視聴（開始～14秒）

�� キャベツがピリピリする理由の場面番組視聴（14秒～５分35秒）

�� アオムシがキャベツを食べている場面番組視聴（５分35秒～９分40秒）

�� キャベツがメッセージを送っている場面番組視聴（９分40秒～11分44秒）

�� 超進化論の場面番組視聴（11分44秒～15分00秒）

一番すごい生き物って何だろう?

アオムシサムライコマユバチ（アオムシコマユバチ）だ。
教科書に出ているよ。

・競い合う以外で進化ってするのだろうか？
・もっといろいろな生物の進化の歴史について調べてみたい。

・生き物は競い合って進化をしてきた。
・環境に合った生き物、競争に勝った生き物が生き残ってきた。
・生き物は進化をし続けていることがわかった。




